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高齢者対策
「
喜
寿
を
祝
う
会
」の
問
題
点

関
係
団
体
と
の
調
整
を
密
に

質
問

毎
年
、
各
地
区
で

行
っ
て
き
た
敬
老
会
を
今
年
か

ら
「
喜
寿
を
祝
う
会
」
と
改
め
、

対
象
者
を
七
十
七
歳
と
し
、
町

中
央
公
民
館
の
一
会
場
で
開
催

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

年
々
増
え
続
け
る
高
齢
者
、

参
加
率
の
低
下
状
況
を
見
れ
ば
、

や
む
を
得
な
い
も
の
と
思
う
。

一
段
と
進
む
高
齢
化
社
会
の
中

で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

と
し
て
、
大
き
な
政
策
の
見
直

し
だ
っ
た
と
考
え
る
。

そ
こ
で
次
の
点
を
問
う
。

①
「
喜
寿
を
祝
う
会
」
の
男
女

別
の
対
象
者
の
人
数
と
参
加

率
は
。

②
問
題
点
や
今
後
の
課
題
は
。

沼
崎
町
長
　

①
対
象
者
は
、
二
百
十
三
人
で
、

男
八
十
四
人
、
女
百
二
十
九

人
。
参
加
率
は
、
四
三
・
二

�
で
あ
っ
た
。

②
参
加
率
が
五
〇
�
に
も
満
た

な
い
こ
と
か
ら
、
参
加
率
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
で

あ
る
。
協
力
い
た
だ
い
た
関

係
団
体
と
の
事
前
打
ち
合
せ

不
足
も
あ
り
、
来
年
度
か
ら

の
開
催
に
は
、
関
係
団
体
と

の
調
整
を
密
に
し
実
施
す
る
。

質
問

近
年
、
世
界
・
国
内

と
も
地
震
や
津
波
に
よ
る
大
災

害
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、

私
た
ち
の
三
陸
海
岸
も
過
去
に

は
多
く
被
害
を
受
け
、
多
く
の

人
命
や
財
産
が
奪
わ
れ
て
い
る
。

大
災
害
が
発
生
し
た
際
の
状

況
を
テ
レ
ビ
で
見
る
と
、
各
防

災
機
関
の
職
員
な
ど
の
災
害
対

策
本
部
へ
の
参
集
は
、
大
変
困

難
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
も
地
域
の
協

力
・
協
働
を
基
本
に
自
主
防
災

組
織
を
町
全
域
に
、
な
る
べ
く

早
く
設
置
す
べ
き
で
な
い
か
。

沼
崎
町
長

地
震
が
起
き
て

か
ら
三
十
分
で
津
波
が
到
達
す

る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
避
難

誘
導
や
門
扉
の
閉
鎖
な
ど
に
対

応
で
き
な
い
こ
と
も
十
分
予
測

さ
れ
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ
た
被

災
者
の
九
〇
�
は
地
域
住
民
に

救
出
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

町
民
も
「
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
」
を
基
本
に
、
日
頃
か

ら
ど
こ
に
避
難
す
る
か
、
ど
の

道
を
通
れ
ば
安
全
か
家
族
や
近

所
同
士
、
自
治
会
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
で
話
し
合
い
や
確
認

を
し
、
地
震
に
対
す
る
備
え
や

危
機
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
各
地
区

に
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
呼

び
か
け
て
お
り
、
今
後
も
結
成

の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

吉川淑子議員

防
災
対
策

自主防災組織を町全域に
結成の促進を図っていく

９月25日に行われた「喜寿を祝う会」。
招待者213人中92人が出席し、喜寿を祝いました

町の考えを聞く


